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HORIBAは1953年 京都で創立されました。
京都は日本の古えの都として1200年以上もの間、産業・文化の中心を担ってき
ました。常に世の中から最高の品質が求められる環境の中で、“量”ではなく“質”
にこだわるという厳然とした価値観が根づいており、このような“ホンモノ”への
こだわりが強い風土の中で、HORIBAも創立以来50年間徹底して技術開発に注
力し、“質”の提供にこだわり続けています。
HORIBAはまさしく、京都という "Technological Heartland（技術の中核）"
で育くまれたグローバルカンパニーです。

今日、HORIBAは最先端の分析・測定技術において世界をリードしています。
HORIBAの高品質・高性能な分析システムは、エンジン開発、環境モニタリン
グ、病気診断、半導体製造工程の管理、様々な分野の基礎研究開発といった幅
広い産業分野で活躍しています。

目次
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堀場社長からのメッセージ

セグメント別の事業動向に関しましては、8ページからの「営業の概況」で詳しく述

べさせていただき、私からはHORIBAグループのこれまでの経営上の取り組みを振

り返るとともに、将来に向けた新しい展開についてご説明申し上げたいと思います。

当社は分析・計測機器メーカとして、6ページの「事業の概要」に書かれておりま

す通り、市場別にエンジン計測システム、分析システム、医用システム、半導体シス

テムの4つのセグメントで事業展開していますが、これは4つの異なる市場で事業を

行なうことにより、各セグメントがそれぞれの強みを発揮するとともに、お互いの

弱みを補強しながらバランスよく成長させることを意図しています。セグメントご

との技術やノウハウはお互い連携し合っており、セグメント間で人材等の事業リソ

ースをシフトすることによって、好調な事業に資源を一時的に集約させたり、業績

の悪い事業の負荷を取り除くといった柔軟な戦略を取ることができるため、効率的

な経営が可能となっています。最近の業績には、これらの効果が表れており、今後

も当社の経営を安定させるとともに、それぞれの事業の成長を加速させるものと考

えます。

当社の成長を支える大切な資産は、言うまでもなく従業員、すなわち「人財」です。

1996年に医用セグメント強化のためにABX社(仏)を、1997年には世界トップレ

ベルの光学分析技術を有するジョバンイボン社(仏)をそれぞれグループ化したこと

により、開発、生産、サービス、管理部門などの分野でグローバルに対応できるスペ

シャリストがグループ内に数多く育ち機能し始めています。またそれを統括するト

ップマネジメントも強化され、経営スピードが格段に上がってきたと感じています。

当社の一番の強みは、広範な分野において世界レベルで評価を得ている分析技術

を有していることです。昨今、社会的にクローズアップされている環境

（Environment）、健康（Health）、安全性（Safety）の問題に対しても、我々の身の

回りのあらゆるモノを分析することによって、対策を考えることができます。自動

車排ガス計測の分野では、世界各国の環境認証機関においてデファクトスタンダー

ド（事実上の標準）として採用されるなど、HORIBA製品から得られるデータへの信

頼度は非常に高く、環境・健康・安全性の問題解決に直接的に貢献しています。

株主ならびに投資家の皆様へ

2004年3月期は、過去最高の売上高と利益を計上し、セグメント別
でもすべての事業で売上・営業利益において前年度実績を上回りま
した。環境規制関連の需要増や年度後半の半導体市場回復など当社
を取り巻く事業環境に明るさは見られるものの、ますます競争が激
化する分析・計測機器業界において、このような好業績を残せました
ことは、この数年間積極的に取り組んできたグローバルレベルでの
M&Aや事業提携を通して強化した、製品開発力や人材育成などの
様々な取り組みの成果が表れてきているものと考えています。
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このような高い技術力は、既存事業で競争力を発揮すると同時に、その独自技術が引

力となって、それに引き寄せられる優秀な人材と新しいネットワークを生み出します。そ

の結果HORIBAという球体の重力が増し、加速度をつけてその表面積が拡大し、大きく

成長していきます。近年、特に技術や製品ラインアップを広げるための買収や事業提携

を強化しており、これらは将来的に多くの果実を生み出すことができると考えています。

当社は日本企業としては比較的早い段階から事業のグローバル化を実践し、グルー

プの母体である堀場製作所を中心に全世界に38社(うち海外30社)、従業員3,808

名(うち海外2,002名)を有するグローバル企業へと成長しましたが、その背景には当

社の企業文化である "常にチャレンジする姿勢" と "Open & Fair の精神" がありま

す。失敗に対して罰則だけがあるような事業運営で人材を育てることはできません。

失敗した経験を生かして二度と同じ失敗をしないことが大切なのです。なぜ失敗した

のかを解析し、次なる目標に向かって挑戦する姿勢の大切さをグループ全社に対して

常に呼びかけてきました。失敗を恐れず、チャレンジできる土台ができたことで、グ

ループ会社としてお互いにサポートしていこうとする姿勢が生まれました。

これまで海外展開においては「Globalization is localization.」という考えを軸に、

現地の企業文化を尊重した経営を行ない、その中で少しずつお互いの価値観や方向

性に対する理解を深め、HORIBAの企業文化をグループ全社に浸透させることがで

きましたが、一方で長い年月を経て、ようやく一つの会社として力を合わせていこうと

いう流れが自然に生まれてきました。

私はこのような状況の中、さらなる成長に向かってHORIBAグループのパワーを

結集する時だと感じています。そこで新たな経営方針として「HORIBA Group is

One Company.」を掲げました。従来、グループ内では戦略立案や損益計画につい

て会社単位で考えることが中心でしたが、今後はグループ内の融合をさらに加速さ

せていくために、グループに存在する会社や国境といった壁を取り除き、グループ全

体を4つのセグメントに分けたバーチャル組織として事業展開していきます（5ペー

ジイメージ図参照）。セグメント単位で、より戦略的かつ効率的に事業を行なうことに

より、グループ全体の収益性をより改善し、経営と事業の一層のグローバル化を図り、

企業価値を高める活動を推進していきます。

代表取締役社長

堀場　厚
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また、グループ会社が有する様々な分野における知識、技術、市場情報をグルー

プ全体として共有し、より大きな相乗効果を発揮していくことが、グループ全体の

一層の事業拡大につながり、結果として総合力としての「HORIBA」ブランドの強化

に結びついていくことは言うまでもありません。「HORIBA」ブランドは、既に分

析・計測機器市場において、広く認知されています。こうした市場優位性を生かし

たブランド戦略として、すべてのグループ会社名及び製品に「HORIBA」を冠し、分

析・計測機器市場における「HORIBA」ブランドのより一層の浸透を図ります。長年

培われてきた各社の個性や企業文化が失われるという懸念や、顧客層へ与える影響

を懸念する声もありますが、各社が有する独特の技術・ノウハウを活かしつつ、そ

こに「HORIBA」ブランドの持つ“品質への信頼”を加えることで、多くのメリットが

産み出されると確信しています。

当社の主力製品は主に各分野での専門家をターゲットとしています。長期的に信頼

される高い品質があってこそ、研究開発の効率を上げ、トータルコストを抑えることが

出来ます。今、市場からは真にコストパフォーマンスの良い製品が求められており、単

に安価な製品を提供するだけでは企業としての成長を持続することはできません。

常に“本物”を追い求め、高い品質を提供していくことが、HORIBA製品を信頼して

くださるお客様に対する我々の使命であると確信しています。中長期的な価値を見

出していただける“本物”志向のお客様とのお付き合いを大切にし、資本市場におい

ても「HORIBAに投資すれば安心できる。」というブランドに成長させ、お客様同様、

株主ならびに投資家の皆様と長期的な信頼関係を築いていきたいと考えています。

当社は中長期計画として、連結売上高1,000億円、営業利益10％、ROE8%の

ターゲットを掲げており、2006年3月期の達成に向けて全力を尽くしてまいります。

株主ならびに投資家の皆様におかれましては、HORIBAの独自性豊かな企業文化を

ご理解いただき、今後とも引き続きご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

株主ならびに投資家の皆様へ
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エンジン計測システム

分析システム

医用システム

市場特性とHORIBAの強み
当社製品は主要顧客である自動車メーカの研究開発部門で多く使用されており、排ガス計測を行なうことによっ
て単に規制をクリアするだけでなく、燃費の向上や消費者の嗜好に合った「いいクルマ」「いいエンジン」の開発に
欠かせない設備となっています。
HORIBAは30年あまりエンジン排ガス計測のトップメーカの地位を維持しています。これは、排ガス計測には

高度な分析技術とノウハウが要求されることに加え、世界の国家環境認証機関の多くで当社製品がデファクトス
タンダード(事実上の標準)となっていることが大きな要因です。また、燃料電池の品質評価など自動車メーカのあ
らゆる分析・計測ニーズに対応するため、新しい分野へのチャレンジも積極的に行なっています。
今後は路上を走行するものだけでなく、船舶、航空機、建設機械、発電用エンジンなどにおいても、排ガス計測

のニーズは高まり、そういった分野でも自動車で養った当社の排ガス計測ノウハウが力を発揮すると思われます。

市場特性とHORIBAの強み
当セグメントの製品数は500種類以上にのぼり、その多くが比較的小さな市場規模(いわゆるニッチ市場)でビジネス
を行なっています。高度な技術力により、高いマーケットシェアの製品を多く有している一方で、一部の市場におい
ては国内を中心に競合が激化しています。
理化学分野では、従来の堀場製作所製品に加え、1997年に買収したジョバンイボン社(仏)の理化学製品が、世界

レベルで高い評価を得ています。医薬品開発のための結晶多形解析やカーボンナノチューブの評価など分子レベルで
の構造解析を得意としており、今後急拡大が見込まれるナノテク分析市場において、より優位性が認識されるものと
期待されます。
また環境分析市場では、現在注目されている環境・健康・安全性といった問題に対応するための計測ニーズや中国、
東南アジア、ロシア、南米といった今後経済発展が予想される地域における需要の高まりが見込まれます。

市場特性とHORIBAの強み
血液検査市場は、全世界で年間2兆円を超える大きなマーケットです。市場は検査用機器と検査試薬で構成されており、
一般的に機器納入後の試薬の消費によって安定的な収益を上げる事業モデルとなっています。当社は、1996年の
ABX社(仏)買収により、本格的に医用分野に進出し、特に血球計数装置の中小型機器市場においてシェアを拡大して
います。医療現場での検査機器設置台数増加により、試薬販売が堅調に伸びており、近年収益性が急速に高まってい
ます。ABX社の高いマーケティング力と堀場製作所が有する要素技術・生産技術の融合により、的確にニーズを反映
した製品投入とともに、性能や品質面も着実に向上しています。
今後は、より市場規模の大きい血球計数装置の大型機器やコレステロールや血糖値といった血液成分を計測する生

化学市場に新製品を順次導入し、事業領域を拡大していく計画です。

当社は、分析・計測機器メーカとして、エンジン計測システム、分析シス
テム、医用システム、半導体システムという市場の異なる4つのセグメン
トで事業展開しています。これにより、それぞれの市場特性の違いによっ
て全社ベースで事業リスクを分散するだけでなく、事業間におけるビジネ
スリソースの柔軟なシフトにより、効率的かつ安定的な経営の実現をめざ
しています。

事業の概況

半導体システム 市場特性とHORIBAの強み
当セグメントは、いわゆるシリコンサイクルの影響を受けるビジネスが主体となっていることから、業績変動が大き
いビジネスです。これは当社の主力製品で半導体製造装置のガス流量制御に使用されるマスフローコントローラが、
当セグメントの売上高の約70％を占めることが要因です。これに対応するため、今後マスフローコントローラに加
え、半導体製造のキーとなるプロセスチャンバー周辺の分析・制御トータルソリューションを提供できるよう製品ラ
インアップを強化していきます。半導体業界ではウェハの高集積化・微細化が進んでいることから、コストダウンや
歩留まり率向上に対する要求が高まっています。このような状況下、品質チェックで使用される分析装置や生産効率
を上げるための新しいタイプの製品を投入するなど、堀場製作所、国内子会社の堀場エステック、ジョバンイボン社
等が一体となってマーケティングや製品開発を行なうことにより、半導体市場で分析・計測メーカとしての総合力を
発揮していきたいと考えます。

27.7%

34.6%

20.3%

17.4%
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主なリスク要因
製品の大半を日本で生産
していることから、為替
レートの影響により収益
性が変動する可能性があ
ります。円高の急激な進
行は減収・減益の要因と
なります。

主なリスク要因
デフレ経済の状況下、競
合激化による価格下落で
収益性が悪化する可能性
があります。

主なリスク要因
各国の医療保険制度の変
更により、収益性が変動
する可能性があります。

主 要 製 品：エンジン排ガス計測システム、シャシダイナモメータ、ロボットドラ

イバ、車載型排ガス分析装置、ポータブル排ガス分析装置、燃料電池

評価装置

高シェア製品：エンジン排ガス計測システム － 世界80%

主 要 顧 客：自動車メーカ、オートバイメーカ、自動車部品メーカ、汎用エンジン

メーカ、官公庁、石油会社、自動車整備工場

製 品 用 途：新車・新エンジン開発、完成車検査、使用過程車車検

主 要 製 品：理化学用分析装置（pHメータ、X線元素分析装置、粒度分布測定装置、

分光器用グレーティング、ラマン分光測定装置）、環境用測定装置（大気

汚染分析装置、煙道排ガス分析装置、水質モニタリングシステム ）

高シェア製品：分光器用グレーティング － 世界35%

主 要 顧 客：製造業、国家研究機関、大学、官公庁、電力会社

製 品 用 途：研究開発、製品品質検査、排水・排出ガス測定、環境汚染調査、犯罪

捜査

主 要 製 品：血液検査装置（血球計数装置、免疫測定装置、生化学用検査装置、血糖値

検査装置）

高シェア製品：血球計数装置 － 世界8%

主 要 顧 客：検査センタ、中小病院、開業医

製 品 用 途：健康診断、病気診断

主なリスク要因
シリコンサイクルの影響
により、業績が大きく変
動する可能性があります。

主 要 製 品：マスフローコントローラ、薬液モニタ、半導体異物検査装置、半導体・

液晶用薄膜計測システム

高シェア製品：マスフローコントローラ － 世界30%

主 要 顧 客：半導体製造装置メーカ、半導体デバイスメーカ、洗浄装置メーカ

製 品 用 途：半導体製造工程におけるガス流量制御・洗浄薬液モンタリング、半導体・

液晶の品質検査

* 各製品のマーケットシェアは当社推定値です。
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2004年3月期 実績

売上高23,582百万円
（前期比11.6%増）

営業利益3,486百万円
（前期比10.7%増）

今後の見通し
日本市場において需要が鈍化する
可能性があるものの、全世界的な
ディーゼルエンジンの研究開発投
資の盛り上がりや、中国をはじめ
とするアジア、欧州市場での需要
拡大が見込まれます。

世界レベルでの自動車排ガス規制強化ならびに、自動車メーカの旺盛な新
車・新エンジンの研究開発投資を背景に、特に日本・欧州向けのディーゼルエ
ンジン用大型排ガス測定装置の販売が好調に推移したことにより、売上高及
び営業利益は過去最高となりました。

営業の概況：エンジン計測システム

セグメント戦略策定グループへ
のインタビュー

近年の業績好調の要因は？
主要顧客である自動車産業において、エ
ンジン開発に対する投資が活発に行なわ
れたことが挙げられます。世界の自動車
メーカは、燃費や排ガスといった地球環
境への影響を配慮しつつ、地域特性やユ
ーザの好みに合った多種多様なエンジン
開発を進めており、その結果エンジン開
発のパラメータ(制御項目)が飛躍的に増
えています。一方で、新車開発の期間短
縮にも積極的に取り組んでおられ、こう
いった状況下で、エンジン排ガス計測に
おいて世界のスタンダードとなっている
HORIBAの計測システムに対する需要
が大きく高まっています。

直接営業の効果は？
2002年4月から海外市場に加え、国内
市場でも商社を経由しない直接販売を開
始し、営業活動を強化しました。これはル
ート短縮による営業の効率化だけでなく、
顧客密着型営業によるダイレクトな情報
収集を可能とし、お客様のニーズを的確
に反映したヒット率の高い製品開発につ

ながっています。燃料電池関連の計測機
器を開発し事業領域を拡大できたのも、
直接営業の大きな成果と考えています。

燃料電池車の普及が進めば
ビジネスが減少するのではないですか？
燃料電池に関しては、逆に大きなビジネ
スチャンスと捉えています。燃料電池車
自体もまったく排ガスが出ないわけでは
ありませんし、一方で燃料電池の性能や
品質を向上させるための様々な計測ニー
ズがあります。すでにHORIBAは数種類
の燃料電池用の製品を市場投入していま
すが、将来的には家庭用や小型の燃料電
池市場の拡大が見込まれており、現在最
も技術が進んでいると言われる自動車用
燃料電池の開発現場の近くで仕事をさせ
ていただいていることは、大きなメリット
です。

中国での事業展開は？
中国は自動車生産台数で、すでに日本に
匹敵するレベルになっています。近年
HORIBAのビジネスも急拡大しており、
中期的には北米市場並みのビジネス規模
となると見込んでいます。排ガス計測に
対するニーズの高まりに応える為、私た
ちは国家機関や自動車メーカに情報やノ
ウハウの提供を積極的に行なっていま
す。これにより、日本や欧米諸国と同様、
中国におけるHORIBAブランドを確固
たるものとするとともに、中国における
自動車産業の発展、環境保全にも貢献で
きると考えます。

27.7%

2004

2003

2002

2001

23,582

21,131

20,349

17,983

（百万円）
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Fan

触媒

希釈空気

大気バイパス

Multiple CFV ブロア

CVS架台内

SAO

エンジン

SULEV／ULEV計測システム

ダイナモメータ
コントローラ
ECDM-48 シリーズ

計測にあわせて
ダイナモを自動制御。
4WD・2WD対応。

48インチ
シャシダイナモメータ

自動車排ガス試験システム
VETS シリーズ

各種分析計やダイナモメータ、ドライバーズエイド、
自動運転システムを組み合わせることによる、 
排ガス試験の自動化、高精度化の実現。

バッグ
ミニダイリュータ
BMD-1000

SULEVサンプリング装置の
新しい提案。

エンジン排ガス
測定装置
MEXA-7500EGR

EGR、触媒前後の
排ガスを同時連続測定。

排ガス試験時の走行に
必要な情報を
モニタに表示することで
ドライバーの走行を支援。

ドライバーズエイド
CRSD-7000

エンジン排ガス測定装置
MEXA-7200SLE

自動車排ガス
定容量試料採取装置
CVS-7200SLE

SULEV計測のデファクトスタンダードシステム。
N2O、CH4等の温暖化ガスの測定も可能。

自動運転システム
ADS-7000

試験車両を人間に代わり自動運転。

ADS-7000

DAR

事業買収や提携による
事業拡大は検討されますか？
幸いにもエンジン計測関連の技術を持
つ、全世界の会社から頻繁に提携や技術
交流のオファーを頂きます。これは
HORIBAが排ガス計測分野で世界のトッ
プ企業である証であるとともに、最先端
の技術情報に接する絶好の機会であり、
これら外部のリソースも積極的に取り込
むことで、将来的にも当社のポジション
をより強固なものにしていきます。

長期的な事業の展望は？
将来的にも世界的な排ガス規制は厳しさ
を増すとともに、「良いエンジン」の開発
競争も一層激化することが見込まれます。
自動車メーカは今後、燃費が良くハイパ
ワーでかつ、燃料の改善などによりガソ
リンエンジン以上にクリーンな排ガス実
現の可能性があるディーゼルエンジンの
開発を強化されると考えます。それに加
えて、排ガス実験自体の外部委託推進や
分析装置だけでなく建物を含む付帯設備
一式を発注される大型プロジェクトの増
加も見込まれます。このように、HORI-
BAのエンジン計測システム事業の果た
すべき役割はまだまだ拡大していきます
し、そういった顧客の期待に応えるため
に必要な技術やノウハウについて積極的
に強化を進めます。HORIBAは、排ガス
計測をベースとしてパワートレイン開発
に不可欠な計測技術を有するオンリーワ
ン企業として、これからもトータルシステ
ムソリュションを顧客に提供し続けます。

車載型排ガス計測システムエンジン排ガス測定装置

超低排出ガス車(SULEV/ULEV)用の排ガス計測システムを図式化したものです。
HORIBAはこれらの設備機器をトータルに提供できる世界で唯一のメーカであり、自
動車の環境負荷低減のための研究開発をサポートしています。
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2004年3月期 実績

売上高29,426百万円
（前期比8.8%増）

営業利益1,021百万円
（前期比33.0%増）

今後の見通し
水質規制の需要は一巡するもの
の、欧州のWEEE-RoHS指令(電
気器具の回収・リサイクル推進およ
び含有する有害物質規制)対応の
ため有害物質測定用X線元素分析
装置の需要拡大が見込まれます。
また、ラマン分光器などの小型分
析装置の成長は半導体および製薬
産業からの高い需要により世界規
模で増加すると予測されます。

水質規制強化にともない日本市場における排水モニタリング装置の需要
が大きく拡大しました。また、科学機器製品への投資が盛んな中国市場
において売上を伸ばしました。世界市場において競合は激しかったもの
の、グループ会社との共同購買推進や生産集中化によるコストダウン効
果により、前期比営業利益が増加しました。

営業の概況：分析システム

セグメント戦略策定グループへ
のインタビュー

1997年にジョバンイボン社がHORIBA
グループに加わったことによる、お互い
のメリットは何ですか？
HORIBAとジョバンイボンの製品群に
は素晴らしい補完性があり、共にビジネ
スを展開することで、現在の販売チャン
ネルをより広範囲の製品展開、顧客ニー
ズの把握に活用でき、従来の個別分野で
の“スペシャリスト”から“ソリューシ
ョンプロバイダー”へと発展していくこ
とができます。

両社の融合は順調にいきましたか？
変化が起る際には、人々は将来の不確実
性に対して不安を抱き、何らかの抵抗に
直面するものです。そういった際に、経
営陣である我々の役割は将来を明るく指
し示すことであり、困難を認識した上で
我々が置かれた状況に対する解決法を明
示し、彼らの熱意を刺激することです。
こういった状況においては、グループに
とって有益な多くのチャンスがあるとと
もに、従業員にとっても専門性を伸ばす
チャンスを含んでいます。

この数年にわたって、HORIBAグルー
プの経営者は会社や国境といった壁を越
えて、互いのビジネス経験を共有し、多
くのことを学び合いました。私たちは今、
一つの経営体としてすべてのパワーを結
集して、市場におけるリーダーの地位を
勝ち取ろうとしています。

競合の激しい理化学分析機器業界で勝ち
残るための重要な要素は何ですか？
「革新」は理化学分析機器業界において
事業を継続するために不可欠な要素で
す。科学機器産業は進化速度の速い産業
の一つであり、トップクラスの市場調査
と研究開発によって、顧客に革新的な製
品を提供しなければなりません。「人財」
はその革新的な文化をささえる資産であ
り、研修や指導を通じて従業員が持続的
に学び、成長することができる専門的な
環境を整える必要があります。

事業の成長のために、積極的にM&Aを
活用しますか？
早期に「One Company」経営を実践
することが、我々のグローバルな事業運
営のための最優先事項です。強固なグル
ープ内部の成長がお客さまへのサービス
の革新をもたらし、成功への直接的なカ
ギとなると考えます。しかしながら、外
部のリソースによって成長のチャンスを
得ることも必要であり、HORIBAグル
ープの進取の気概によって、パートナー
と企業哲学や文化を分かち合い、M&A
を成功に導くことができるでしょう。

34.6%

2004

2003

2002

2001

29,426

27,037

25,249

22,893

（百万円）
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将来的にHORIBAグループの理化学製
品において販売を伸ばす市場は何でしょ
うか？
最近はバイオサイエンス市場が急速に成
長しており、多くの企業が類似した製品
で戦いに参入しようとしていますが、
HORIBAにとっても多様にバランスの
取れた科学機器産業は景気変動などの影
響を受けにくく魅力的な市場です。我々
の差別化した提案によってさまざまな市
場において世界のリーダーとして、グロ
ーバルニッチ市場において地位を確立し
たいと考えます。

分析システムセグメントのもう一つ
の柱である環境分析分野においては、
大気・水質・土壌といったさまざま
な環境問題に対応するための製品を
ラインアップしています。競合が非
常に激しい市場ですが、コストダウ
ンや差別化を図った製品投入により
シェアアップと利益確保をめざして
います。また環境問題がクローズア
ップされている中国において、環境
モデル都市である重慶市から火力発
電所などで使用される煙道排ガス分
析装置を一括受注するなど積極的に
ビジネス展開しています。

※分析セグメントは、理化学分析部門と環
境分析部門に分けることができますが、
本年のアニュアルレポートでは理化学部
門の戦略について詳しく取り上げました。

ナノテクノロジー分析

蛍光X線検査装置ラマン分光測定装置

HORIBAの最先端の分析機器は、カーボンナノチューブの構造解析（上図イメージイラ
スト）など、ナノテクノロジー分野の研究開発において必要不可欠なものとなっており、
今後もより技術レベルの高い分析・計測にチャレンジしていきます。
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2004年3月期 実績

売上高17,301百万円
（前期比8.5%増）

営業利益1,508百万円
（前期比8.4%増）

今後の見通し
2004年度初頭に行う大型血球計
数装置新モデル製品並びに初めて
の自社開発品である生化学分析装
置の市場投入にともなう多額の販
売投資、及び3～5年後を目処と
した免疫学・生化学・血液学・血
液凝固学等検体検査市場全般に亘
る新製品群の投入に係る開発投資
の増加が見込まれることから、収
益性が一時的に悪化する可能性が
ありますが、新製品販売が順調に
推移すれば、来期以降売上規模の
拡大と試薬販売増加による収益性
の向上が期待されます。

中小型血球計数装置の販売が好調に推移したことに加え、装置の設置台数
増加に伴う検査試薬の需要が欧州・日本市場を中心に拡大したことから、
売上高及び営業利益が増大しました。

営業の概況：医用システム

セグメント戦略策定グループへ
のインタビュー

近年、業績が急激に良くなっている理由は
何ですか？
1996年にABX社がHORIBAグループ
に加わった当初は、市場シェアを上げてい
くために、独自の販路構築のための投資
や、他社製品・顧客ベースの買収にかかる
投資が先行し、業績が悪い時期がありまし
たが、病院や検査センターをターゲット市
場として、より新規性のある新製品群を継
続して市場投入してきた結果、年々売上が
拡大し収益性も向上してきました。
従来HORIBA/ABXがシェアを獲得し

ていた医院並びに小規模病院の検査室、
小規模検査センターのみで無く、より多量
の検体検査を処理する中規模・大規模の
病院・検査センターにおける当社装置の設
置台数が増えるにつれ、収益の源泉であ
る検査試薬の販売も大幅な伸長を見せて
いるのが、業績改善の大きな理由です。

HORIBAとABX社の補完関係はどのよ
うなものですか？
我々の主力製品である血球計数装置は、
赤血球や白血球、血小板といった血液細

胞を計数するのみで無く、人体の免疫保
全機能に重要な役割を担う異なった種類
の白血球の特定・計測、あるいは特定疾
患で発現・増減する異常血球細胞の特
定・計測を行ないますが、ABX社は学
術的知識に支えられた高度のマーケティ
ング力・製品企画力を持っていますし、
それを商品化する分析技術を有していま
す。一方、HORIBAは長年養ってきた
品質管理のノウハウがあり、ABX社に
おける生産管理・品質管理の強化に寄与
しています。また、日本市場における医
療システムのありかたを反映し、初期診
療を担当することの多い医院・診療所向
けの製品で炎症診断項目を盛り込んだ血
球計数装置を企画・開発する等、特に小
型機種でHORIBA/ABXの検体検査装置
のラインアップを補完しています。また、
今回新たに開発した生化学分析装置は、
ABX社のみならず、HORIBA及びジョ
バンイボン社の有する最先端の分析技術
を結集することで、よりコンパクトでか
つ高精度の装置とすることが出来ました
が、HORIBAのもつ広範囲のそれぞれ
世界トップレベルの分析要素技術を取り
入れることで、先進国では成熟市場であ
る検体検査装置市場においてもユニーク
なかつ革新的な新製品を開発・提供し続
けることが出来ます。このように、
HORIBAとABX社はお互いの長所が活
かせる組み合わせであり、今後「One
Company」として、より一層シナジー
効果を発揮したいと思います。

20.3%

2004

2003

2002

2001

17,301

15,942

14,521

12,422

（百万円）
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大手メーカとの競合には、どのように対
抗しますか？
競合相手の多くは我々より資金力があ
り大規模にビジネスを展開しています
が、規模と効率を追求するがゆえに最
大公約数的な製品展開になっている面
があり、顧客のニーズがありながら競
合メーカがカバーできていない機能を
付加した製品、具体的には検査前の処
理が簡単な製品や1台で異なった分野
の検査ができるようなハイブリッド機
能を持った製品などで、新たな市場を
開拓していきます。中核の血球計数装
置では、特に白血球の分類機能におい
てその分類範囲と精度で既に世界トッ
プの評価を頂いていますが、異常血球
細胞を含め、分類し得る白血球の種類
を増やす事で、特異的な疾患の診断並
びに治療効果確認に資する装置を開
発、大手メーカの装置との差別化を図
りたいと考えています。

今後の事業展開と中長期の事業目標を
教えて下さい？
医用診断機器システム部門では、当部
門が“An Expert in Hematology
(血液計測の熟練家)”,“A Specialist
in IVD solutions(検体検査・診断ソ
リューションにおける専門家)”,“A
customer needs driven compa-
ny(顧客至上主義)”であることを中長
期のビジョンとしています。 主な事業
展開としては、中核である血球計数計
測分野で2004年に大型機器の新モデ
ル品を投入するのに続き、5年以内に
数種の特徴的な大型機種を市場投入す

ることで大規模病院・検査センターへ
の浸透を図り、同時に現在の主要な顧
客層である中小規模病院・検査センタ
ー並びに医院向けにも、大型機種と同
等の検査結果品質を持つ中型・小型の
製品群を投入し、“血球計数計測分野
でのスペシャリスト”としての地位確
立を図ります。また、肝機能や腎機能
検査を目的に、血液や尿の生体サンプ
ルに含まれるコレステロールやグルコ
ースといった生体由来の化学物質や、
疾患治療による投薬物の残存量を計測
する生化学分析分野でも2004年に独
自開発の新製品を投入するのに続き、
今後数年以内に、より検体処理数の大

きな、あるいは生化学分野に限らない
多項目検査が可能な装置を市場投入す
ることで、収益性の高い検査試薬の消
費量が多く、かつ市場規模の大きい生
化学分析分野及び免疫学分析分野の販
売比率を高めていく計画です。
具体的なターゲットとしては、2008

事業年度（2009年3月期）を目処に、
生化学分析分野の売上比率を現状の約
15%から25%に引き上げることで、
売上は2003年度比倍増の350億円
以上を、売上に占める検査試薬の比率
を現状の約45％から60％に引き上げ
ることで営業利益率15%の確保をめ
ざしていきます。

自動血球計数装置 自動CRP測定装置

血液中の固形成分である赤血球・白血球・血小板などの計測は、体調変化の兆候や病気
の初期発見に非常に有効です。HORIBAの血液検査機器は、病院・開業医でも幅広く
使用され、より迅速な病気診断に役立っています。
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2004年3月期 実績

売上高14,764百万円
（前期比2.6%増）

営業利益 835百万円
（前期比404.8%増）

今後の見通し
半導体市場の需要動向が当セグメ
ントの業績に与える影響が大きい
ことから、市場の好調がどこまで
持続するかがカギとなります。

半導体市況が下半期に急速に回復し、主力の半導体製造装置用のマスフ
ローコントローラや半導体洗浄工程で使用される薬液モニタリング装置
の需要が高まり、前期比営業利益が増加しました。

営業の概況：半導体システム

セグメント戦略策定グループへ
のインタビュー

最近の業績動向は？
2003年秋以降、半導体市場は顕著に
回復しており、それにともないHORIBA
の半導体市場向けの計測・制御機器も、
売上を伸ばしています。この市場の活況
は2004年一杯続くことが見込まれ、
需要にマッチした生産体制の確立が急務
な状況です。

半導体事業における課題は何ですか？
半導体産業に関わっている会社に共通し
て言えることですが、市場が活況な時に
大きな利益を上げ、低迷している時の損
失をいかに食い止めるか、これらをうま
く両立させることが、私たちにとっても
最も大きな課題です。これにはお客さま
のニーズの先を行く製品戦略と、事業環
境に応じたグループ会社間における人を
中心としたスムースなリソースの移動が
必要です。

製品戦略について、わかりやすく教えて
下さい。
従来からの主力製品であるマスフローコ
ントローラで開拓したノウハウや顧客チ

ャンネルを活用すべく、半導体製造装置
周辺、特に成膜工程において必要な計
測・制御の製品ラインアップをHORIBA
グループ全体で強化していく方針です
（イラスト図参照）。これに関連して、
2003年に米国2社と重要な提携関係を
結ぶなど、着実に戦略を実行しています。
世界の半導体製造装置メーカやデバイス
メーカとの間で強固な販売・サービスチ
ャンネルを有しているHORIBAとの連
携を望むベンチャー企業は多く、今後も
積極的にアライアンスを活用していく方
針です。

グループ会社間の半導体計測事業におけ
るシナジーについてお聞かせください？
それぞれ得意とする技術分野が異なって
いることから、これらをどう融合して市
場のニーズに合った製品をタイミング良
く投入できるかが、HORIBAの半導体
システム部門成長のカギとなります。す
でに、半導体の歩留まりに大きな影響を
与える半導体膜圧をナノレベルで計測す
る超薄膜検査装置を日本とフランスの開
発陣で協働して進めています。

コストダウンについて具体的な取り組み
はありますか？
マスフローコントローラについては、多
機能なデジタルタイプの新製品を投入し
ており、従来のアナログタイプに比べモ
デル数を大幅に減らすことができ、高精
度、量産化が可能となりました。また、
中国上海工場の生産強化、調達先のグロ
ーバル化推進やHORIBAグループの共
同購買システムによってコストダウンを
積極的に進めています。

17.4%

2004

2003

2002

2001

14,764

14,391

14,350

24,574

（百万円）
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ヘリウムガス

除害装置

半導体ドライプロセスにお ける各種計測ソリューション

ロータリーポンプターボポンプ

プロセスガス制御

HOR I BAグループのシナジー効果を、半導体分野へ提供します。

レーザー干渉式エッチング成膜
エンドポイントプロセスモニタ

発光分析計

In-situアプリケーション用
分光エリプソメータ

残留ガス分析計 静電容量型
絶対圧計 排気圧 コントローラ

ウエハ裏面冷却システム

マスフローコントローラ圧力制御

液体材料
気化供給システム

液体材料
気化供給システム

コンパクト
ベーキングシステム

液体・固体材料ガスの濃度モニタ 薄膜制御

クリーンルーム内
汚染物質のモニタリング

クリーンルーム中
パーティクル組成分析 

液体気化

ガス混合

プロセスチャンバ－モニタ
ウエハ裏面冷却システム

CVDプロセス、ドライエッチングプロセスの最適化 PFCなど除害性能チェック

クリーンルーム

半導体製造装置

半導体市場において勝ち組となるため
の条件は何ですか？
スピード、技術力、コスト競争力です。
このうち最も重要な要素はスピードと
考えています。スピードとは、納期の短
縮だけでなく「経営のスピード」そのも
のであり、HORIBAの経営目標の一つ
である「ウルトラクイックサプライヤー」
を、すべての面で対応していくことが
必要です。現状、先端のデバイスメー
カと比較して、我々のスピードは十分

とは言えません。今後、グループが
「One Company」として行動し、情報・
戦略を共有することにより、決断のた
めのプロセス・時間を短縮し、「経営の
スピードアップ」に努めていきます。

長期的な展望は？
半導体産業は過去、需要に大きな波が
ありましたが、今回は活況になってい
るものの、市場も慎重に対応しようと
いう動きが感じられます。ただ今後も

半導体の使われる分野は拡大して行く
のは明白で、確実に成長する市場です。
同時に顧客から要求される技術レベル
は急速に高まっています。計測・制御
において高度な技術を有するHORI-
BAにとっては、よりビジネスチャンス
が広がりますし、それとともに半導体
ビジネスで得た最先端の技術ノウハ
ウ、スピードを他の分野へ応用してい
くことも私たちの重要な使命と考えて
います。

超薄膜検査装置 マスフローコントローラ

HORIBAが提供している半導体製造装置周辺の計測・制御機器を示しています。半導体製造工程における品質管理はウエハの大型化や
微細加工化の進展により、より高度なレベルが要求されており、HORIBAグループのトータルな技術開発力により対応していきます。
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HORIBAの地球環境問題への考え方と取り組み

地球は、太古の昔から極めて自然で合理的なエネルギーと物質の
循環システムによって進化を遂げてきました。一方、地球環境問
題は、私たち人類によるエネルギーと資源の過剰な消費によって、
本来地球が持っているこの循環システムの許容をはるかに超えて
しまったことが原因と言えます。このように地球環境問題をつき
つめて考えてみると、エネルギーおよび資源の消費問題に帰着し
ます。無駄なエネルギーの消費をなくし、資源をより有効に使っ
ていくことが地球環境問題への現実的な解決法であると考えられ
ます。

HORIBAの分析機器は、エネルギーや新素材などの研究・開発の
さまざまな分野で使われています。得られたデータをもとに省エ
ネルギーで省資源の製品が生み出され、結果として、環境保全に
役立っています。

また、私たちは分析・計測機器の開発を通じて直接的に地球環境
問題に取り組んでおり、地球環境問題の最前線で地球の実態をデ
ータという目に見える形で提供しています。現状を真摯に見つめ、
漠然とした感覚的あるいは感傷的な問題意識ではなく、きちんと
したデータにもとづいた地球環境の現状を理解することが非常に
大切であると考えます。

私たちは、優れた分析・計測機器の開発と提供こそが、企業とし
ての地球環境問題への貢献に他ならないと考えます。
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役員

堀場　雅夫
取締役会長

堀場　厚
代表取締役社長

石田　耕三
取締役副社長
開発センター長

山岡　公美
常務取締役

前田　正研
取締役
（株）堀場エステック 取締役副社長

緒方　四十郎
取締役

田嶋　寛
監査役

山本　浩三
監査役
平安総合法律事務所所長
弁護士

石角　完爾
監査役
千代田国際経営法律事務所
代表弁護士

企業概要

本社
〒601-8510 京都市南区吉祥院宮の東町2

創業
1945年（昭和20年）10月17日

設立
1953年（昭和28年）1月26日

資本金
71億60百万円

従業員数
3,808名（連結）

決算日
3月20日

上場証券取引所
東京・大阪（第一部）

主要連結子会社

株式会社 堀場エステック
〒601-8116京都市南区上鳥羽鉾立町11-5
Phone: 075-693-2300   Fax: 075-693-2350

株式会社 ホリバアイテック
〒101-0031東京都千代田区東神田1-7-8
Phone: 03-3866-0984   Fax: 03-3866-0908

株式会社 堀場アドバンスドテクノ
〒601-8304 京都市南区吉祥院前河原町18
Phone: 075-321-7184   Fax: 075-321-7291 

株式会社ホリバ・バイオテクノロジー
〒601-8315京都市南区吉祥院車道町48番地
Phone: 075-692-1786   Fax: 075-692-1790 

株式会社 堀場テクノサービス
〒601-8305京都市南区吉祥院宮の東町2
Phone: 075-313-8125   Fax: 075-321-5647

HORIBA INSTRUMENTS INCORPORATED
17671 Armstrong Avenue, Irvine CA 92614 U.S.A.
Phone: 1-949-250-4811   Fax: 1-949-250-0924

HORIBA EUROPE GmbH
Hans-Mess-Str.6, D-61440 Oberursel/Ts.,
Germany
Phone: 49-6172-1396-0  Fax: 49-6172-137385

HORIBA INSTRUMENTS LIMITED
Kyoto Close Summerhouse Road, Moulton Park,
Northampton NN3 6FL, England
Phone: 44-1604-542500   Fax: 44-1604-542699

HORIBA KOREA LTD.
Pucheon Facility
202-501 Pucheon Techno Park, 192 Yakdae-Dong,
Wonmi-ku, Pucheon, Kyunggido, Korea
Phone: 82-32-621-0100   Fax: 82-32-621-0105

HORIBA INSTRUMENTS (SINGAPORE) PTE. LTD.
10 Ubi Crescent #05-11/12 UBI, TECHPARK, 
Singapore 408564
Phone: 65-745-8300   Fax: 65-745-8155

HORIBA INSTRUMENTS (SHANGHAI) CO., LTD.
Room 1103, United Plaza,
1468 Nanjing Rd. West, Shanghai, 200040, CHINA
Phone: 86-21-3222-1818   Fax: 86-21-6289-5553

ABX S.A
Parc Euromedécine rue du Caducée, 34184
Montpellier Cedex 4, France
Phone: 33-4-67-14-15-16   Fax: 33-4-67-14-15-17

JOBIN YVON S.A.S
16-18 rue du Canal, 91165 Longjumeau 
Cedex, France
Phone: 33-1-64-54-13-00   Fax: 33-1-69-09-93-19

会社情報 ¦  役員、企業概要、主要連結子会社
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